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下
り
鮎
川
面
の
風
の
岸
へ
寄
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勇
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そ
こ
だ
け
が
明
る
く
雨
の
花
浅
沙

　
　
　
　
　 

鯉
渕
　
寿
美
恵

成
人
式
堂
々
た
る
孫
ま
ぶ
し
め
り

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

硝
子
越
し
庭
を
眺
む
る
久
女
の
忌
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賀
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霜
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花
鳩
や
は
ら
か
く
降
り
た
ち
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ぐ
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ま
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ひ
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見
て
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の
た
め
ら
う
週
刊
誌

　
　
　
　
　
　 

富
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お
年
玉
笑
顔
の
お
返
し
孫
の
技
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日
本
は
ト
ラ
ン
プ
よ
り
は
カ
ル
タ
取
り

　
　
　
　
　
　 

飯
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雪
連
山
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ひ
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流
る
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千
曲
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母
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シ
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幸
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校
庭
は
裸
木
ば
か
り
つ
む
じ
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博
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年
新
た
桂
太
鼓
の
慰
問
打
ち

　
　
　
　
　
　 

岩
下
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景
に
立
つ
男
松
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座
布
団
で
飛
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鼓
や
初
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撲
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門
　
孝
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正
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は
皆
が
集
い
て
祝
い
鍋
夕
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し
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幸
せ
満
ち
て
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部
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に
一
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分
の
願
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す
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ど
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内
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屋
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を
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り
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紅
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秋
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　秋
う
ら
ら
散
歩
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両
界
曼
荼
羅
と
は
、
真
言
密
教
の

教
主
で
あ
る
大
日
如
来
の
説
く
真
理

や
悟
り
の
境
地
を
絵
画
で
表
し
た
も

の
で
す
。
論
理
的
な
知
恵
の
世
界
を

表
す
金
剛
界
曼
荼
羅
と
、
実
践
的
な

理
法
の
世
界
を
表
す
胎
蔵
界
曼
荼
羅

（
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
）か
ら
な
り
、
両

者
は
不
二
平
等
の
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
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寺
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県
指
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文
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財
「
両
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荼
羅
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」
は
、
桜
材
二
枚
を
中

央
で
合
わ
せ
、
上
下
に
横
木
を
付
け

て
一
面
と
し
て
い
ま
す
。
版
木
の
大

き
さ
は
、
縦
八
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
六
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
版
木
の
表

と
裏
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
唐
草
文
帯
に

囲
ま
れ
た
金
剛
界
曼
荼
羅
と
胎
蔵
界

曼
荼
羅
が
、
細
部
ま
で
精
密
に
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。
版
木
の
制
作
年
代
は
、

室
町
時
代
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
版
木
を
用
い
る
木
版

印
刷
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
本
格
的

に
始
ま
り
、
仏
教
の
大
衆
化
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
木
版
の

曼
荼
羅
図
は
、
室
町
時
代
に
数
多
く

刷
ら
れ
、
信
者
で
作
る
講
組
織
の
崇

拝
対
象
と
し
て
提
供
さ
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
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